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【公開番号】特開2009-147951(P2009-147951A)
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月19日(2010.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本願発明に係るスピーカシステムは、エンクロージャと、
複数の第２スピーカユニットとを備え、該エンクロージャは、バッフル板としての前板部
と、後板部とを有し、該後板部の、前後方向に直交する第１方向に沿った長さが、該前板
部の該第１方向に沿った長さよりも短く、該複数の第２スピーカユニットが、該第１方向
に沿って、該前板部側に並設され、さらに連結手段を備え、該連結手段は、該スピーカシ
ステムの該前板部の該第１方向における端部と、他のスピーカシステムの前板部の該第１
方向における端部とが近接するように、両スピーカシステムを該第１方向に沿って連結す
ることができ、該連結手段は、前後方向および該第１方向に直行する第２方向に伸延する
線であって、該前板部の該第１方向における端部の近傍に位置する線を中心線として、所
定角度範囲内で該他のスピーカシステムとの角度を変更することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　上記したスピーカシステムにおいて、該連結手段が仮想枢軸を有し、該仮想枢軸の位置
が該中心線と一致するように構成してもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該連結手段が、該第１方向における一端側
、他端側または両端側において該仮想枢軸を有するように構成してもよい。
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該連結手段が枢軸支部材を有し、該枢軸支
部材の中心軸の位置が該中心線と一致するように構成してもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該連結手段が、該第１方向における一端側
、他端側または両端側において該枢軸支部材を有するように構成してもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、第１スピーカユニットをさらに備え、該第
１スピーカユニットは、所定周波数よりも低い周波数帯域の音声を拡声し、該第２スピー
カユニットは、該所定周波数よりも高い周波数帯域の音声を拡声するように構成してもよ
い。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該複数の第２スピーカユニットの振動板が
、前後方向において該前板部の近傍に位置することが望ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該中心線と該前板部の前面との間の前後方
向における距離が２０ｍｍ以下であることが望ましい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該中心線が、該前板部の前面よりも前方に
位置することが望ましい。
【手続補正１０】



(3) JP 2009-147951 A5 2010.12.9

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該連結手段が後側連結部を有し、該後側連
結部が補強部材を有し、該補強部材が金属製であり、該補強部材の該第１方向に沿った長
さが、該後板部の該第１方向に沿った長さに略等しく、該補強部材が、該後板部の近傍に
おいて、その該第１方向における両端が該後板部の該第１方向における両端近傍に位置す
るように、該エンクロージャに取り付けられた構成としてもよい。
　このように構成すると、スピーカシステムを複数台隣接配置してスピーカクラスターシ
ステムを構成しようとするとき、金属製の補強部材を介して隣り合う２台のスピーカシス
テムを連結することができる。そうすると、エンクロージャがこの補強部材によって補強
される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該複数の第２スピーカユニットのうちの隣
り合う二の第２スピーカユニットの中心間距離の全てが６０ｍｍ以下であるように構成し
てもよい。
　このように構成すると、複数の第２スピーカユニットからの音波同士の干渉による指向
性パターン上のピークやディップを減ずることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該複数の第２スピーカユニットのうちの隣
り合う二の第２スピーカユニットの中心間距離の全てが略等しくなるように構成してもよ
い。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該複数の第２スピーカユニットのうちの隣
り合う二の第２スピーカユニットの間隔の全てが、該第２スピーカユニットの口径よりも
短くなるように構成してもよい。
　このように構成すると、複数の第２スピーカユニットからの音波同士の干渉の影響を少
なくし、指向性パターン上のピークやディップを減ずることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２７】
　また、上記したスピーカシステムにおいて、該複数の第２スピーカユニットのうちの少
なくともの一の第２スピーカユニットの前方にイコライザが設けられるように構成しても
よい。
　このように構成すると、複数の第２スピーカユニットからの音波の波面が、より滑らか
になる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンクロージャと、複数の第２スピーカユニットとを備え、
　該エンクロージャは、バッフル板としての前板部と、後板部とを有し、
　該後板部の、前後方向に直交する第１方向に沿った長さが、該前板部の該第１方向に沿
った長さよりも短く、
　該複数の第２スピーカユニットが、該第１方向に沿って、該前板部側に並設され、
　さらに連結手段を備え、
　該連結手段は、該スピーカシステムの該前板部の該第１方向における端部と、他のスピ
ーカシステムの前板部の該第１方向における端部とが近接するように、両スピーカシステ
ムを該第１方向に沿って連結することができ、
　該連結手段は、前後方向および該第１方向に直行する第２方向に伸延する線であって、
該前板部の該第１方向における端部の近傍に位置する線を中心線として、所定角度範囲内
で該他のスピーカシステムとの角度を変更することができる、スピーカシステム。
【請求項２】
　該連結手段が仮想枢軸を有し、該仮想枢軸の位置が該中心線と一致する、請求項１記載
のスピーカシステム。
【請求項３】
　該連結手段が、該第１方向における一端側、他端側または両端側において該仮想枢軸を
有する、請求項２記載のスピーカシステム。
【請求項４】
　該連結手段が枢軸支部材を有し、該枢軸支部材の中心軸の位置が該中心線と一致する、
請求項１記載のスピーカシステム。
【請求項５】
　該連結手段が、該第１方向における一端側、他端側または両端側において該枢軸支部材
を有する、請求項４記載のスピーカシステム。
【請求項６】
　第１スピーカユニットをさらに備え、
　該第１スピーカユニットは、所定周波数よりも低い周波数帯域の音声を拡声し、
　該第２スピーカユニットは、該所定周波数よりも高い周波数帯域の音声を拡声する、請
求項１乃至５のいずれか一の項に記載のスピーカシステム。
【請求項７】
　該複数の第２スピーカユニットの振動板が、前後方向において該前板部の近傍に位置す
る、請求項１乃至６のいずれか一の項に記載のスピーカシステム。
【請求項８】
　該中心線と該前板部の前面との間の前後方向における距離が２０ｍｍ以下である、請求
項１乃至７のいずれか一の項に記載のスピーカシステム。
【請求項９】
　該中心線が、該前板部の前面よりも前方に位置する、請求項８記載のスピーカシステム
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。
【請求項１０】
　該連結手段が後側連結部を有し、
　該後側連結部が補強部材を有し、
　該補強部材が金属製であり、
　該補強部材の該第１方向に沿った長さが、該後板部の該第１方向に沿った長さに略等し
く、
　該補強部材が、該後板部の近傍において、その該第１方向における両端が該後板部の該
第１方向における両端近傍に位置するように、該エンクロージャに取り付けられた、請求
項１乃至９のいずれか一の項に記載のスピーカシステム。
【請求項１１】
　該複数の第２スピーカユニットのうちの隣り合う二の第２スピーカユニットの中心間距
離の全てが６０ｍｍ以下である、請求項１乃至１０のいずれか一の項に記載のスピーカシ
ステム。
【請求項１２】
　該複数の第２スピーカユニットのうちの隣り合う二の第２スピーカユニットの中心間距
離の全てが略等しい、請求項１乃至１１のいずれか一の項に記載のスピーカシステム。
【請求項１３】
　該複数の第２スピーカユニットのうちの隣り合う二の第２スピーカユニットの間隔の全
てが、該第２スピーカユニットの口径よりも短い、請求項１１又は１２記載のスピーカシ
ステム。
【請求項１４】
　該複数の第２スピーカユニットのうちの少なくともの一の第２スピーカユニットの前方
にイコライザが設けられた、請求項１乃至１３のいずれか一の項に記載のスピーカシステ
ム。
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